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〈は じめ に>
ParisのMontparnasseやNewYorkのGreenwichVillageのよ う
に、ある地名 がた んに地誌 上の名称 に とどま らず、そ こに生 きる人 々 と、
その人 々 によって醸 しだ され る特有 の精神的 ・文化 的雰 囲気 を喚 起す る
場合 があ る。
これか ら述べ るBloomsburyも また、そ うした精神性 を付与 された地
名、人格 化 された地名 で ある。 これ は大 ざっぱに言 えば、 かつて この地
に集 ったupper-middle-class(上 層中流階級)出 身の芸術 趣味 ゆたか な
知的 エ リー トたち、 お よび彼 らの築 いた知的 ・精神 的風 土 をさすが、 こ
れには往 々 に して敵意 や不信や嫌悪 の情が こめ られてい る。 なに しろ、
「Bloomsburyは 英 国では、悪 口を欲 す る者 に とって、つね に解禁 された
獲物 」1)であ りつづ けたのだか ら。
13世 紀 の昔、Blemond家 の 「荘園」、すなわ ち、`bush'が あった こ とに
の
その名 を由来す るBloomsburyは 、LondonのCityとMaryleboneの間
に位置 し、北 はEustonRoad、 東 はGray'sInnRoad、 南 はNewOxford
StreetとHighHolborn、 西 はTottenhamCourtRoadに囲 まれた閑静
なmiddle-class(中 産 階級)の 住宅地 にあたる。
20世 紀 初頭 、 こ こにhigh-browな 青 年男女が定 期的 に会合 を もつ よ
うにな り、独 自の文化 を くりひ ろげた。やが てBloomsburyと い う言葉
...................
は、外部の者、 とくにジャーナリズムによって、彼 らのパーソナリティ
や生 き方にまつわる最大公約数的イメージをさす ものとして使われるよ
うになった。それゆえ、Bloomsburyの 定義 自体一定しておらず、神話 と
現実の狭間で取 り沙汰 されてきたというのが現状である。
もともとBloomsburyは なにか共通の理念や 目標をかかげて組織 さ
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れた会 な どで はな く、友 情や愛情 に よって次第 にその輪が広 が って いっ
た友人 た ちの集 まりにす ぎない。だか ら、 この 「考 え うる限 り無定形 な
一群 の友人た ちの集合体 」を論 じよ うな ど とい う こと自体 、 「なか ばカメ
レオ ンで、 なかば ヒ ドラの ような怪獣の性格 を憶 測 した り、渦巻 の大 き
さを測定 しよ うとす る試 み」2)以外 のな に もので もない のだが、その無謀
さを あえてか えりみず にひ とに食指 を動 かさせ るな にかが こ こにはある
こと も事実 であ る。先述 した ように、これ まで に もさまざ まな人た ちが、
神話 と現実 の狭 間で一家 言 を披瀝 して きたゆ えんで もあ る。
こ こでは、 まずBloomsburyの 外枠 に しぼ って考 えてみ る
Bloomsbury誕 生の時期 について は、1905年 とい うこ とが はっ き りし
てい るが 、 その終焉 の時期 となる と、 メ ンバー 自身の間で も意見 が くい
ちが ってい る。これ に関 して は、MemoirClubの 創設 時期 に 目安 をお く
QuentinBellの 説が最 も説得力 に とむ と思われ る。これ は、1920年3月 、
Molly(Mary)MacCarthyカ§第一次 大戦中 に散 り散 りにな ったBloom-
sburyの 仲 間を再び集 め ようと意図 して提 唱 した会(一 説 には、身近な問
題 に心乱 され て楽 な本一 冊書 けない でい るDesmondMacCarthyを励
まそ う としてVirginiaWoolfが 創設 した とい う ことにな ってい る)で 、
その趣 向は、定期 的 に会合 をもち、互い に回想録 を読 み合 う ことにあっ
た。CliveBel1も 同 じ頃 に、`agreathistoricalgroupportrait'(「偉大
な歴 史的 グループの 肖像画 」)を描 くとい うアイデ アを仲 間 に もちか けて
い る。
回想録 といい、肖像画 の アイデア といい、さらには この頃Virginiaが
読 み あげたペーパー の中で`01dBloomsbury'な る言葉 を使 い出 してい
る とい う事 実 とい い、彼 らの 間に、Bloomsburyの 少 な くとも本質的 な時
期 は終焉 したのだ とい う共 通 した感 慨 が あった ので はな い だ ろ うか。
「MemoirClubの メ ンバ ーは、`OldBloomsbury'の メ ンバー と完全 に符
合す る」とい うLeonardWoolfの 言葉 は これ を裏づ け るもの として心強
いが 、ただ、私 として は、彼 の掲 げる リス トの うち、EM.Forsterだ け
は除 外す るのが適切 であ り、一方、 た とえ1年 後 には世 を去 った として
も、Bloomsburyの 発案者 た るThobyStephenを 含 めぬの は不 当で ある
と考 えて いる。Bloomsburyは 第 一次大 戦後、第二世代 ともい うべ き若い
メ ンバー を数 多 く吸収 して い くのだが、本稿 ではその最 も魅 力的で独創
的な時期 における`OldBloomsbury'だ けに的 をしぼった。ここにさきざ
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きの論議の便宜をはかって、13人 のメンバーの名前 を記 してお く
*印`theSociety'のメ ン バ ー
† 印`MidnightSociety'のメ ン バ ー
VirginiaWoolf(neeStephen1882-1941)小説 家 ・評 論 家
*LeonardWoolf(1880-1969)政 治 思 想 家 ・小 説 家
VanessaBell(n6eStephen1879-1961)画家
†CliveBel1(1881-1964)評論 家
†ThobyStephen(1880-1902)
AdrianStephen(1883-1948)精神 分 析 学 者
Mary(Molly)MacCarthy(neeWarre-Cornish(1882-1953)
小 説 家
*DesmondMacCarthy(1877-1952)評 論 家
*RogerFry(1866-1934)評 論 家 ・画 家
*†LyttonStrachey(1880-1932)伝記 作 者
*MaynardKeynes(1883-1946)経 済 学 者 ・大 蔵 省 勤 務
*†SaxonSydney-Turner(1880-1962)大蔵 省 勤 務
DuncanGrant(1885-1978)画家
〈`ClaphamSect'とCambridge>
Bloomsburyの 精神風 土 に似 た もの を辿 ってい くと、今 か らお よそ1
世紀 前 に遡 る。19世 紀 半 ば、Londonの 南方、Claphamと い う地 区に一
群 の友人が いた。「彼 らはあ る種 の上品 な信仰 心 と、かな りの富 を もつ裕
福 で有徳 の人 々であ り、異教徒 の啓蒙 と奴隷制 の廃 止 に並 々な らぬ関心
を寄せ ていた」3)。これ がいわ ゆる`ClaphamSect'(「 ク ラバ ム派 」)な い
しは`Saints'(「 聖人 た ち」)と 呼 ばれ る人々で ある。
VirginiaWoolfの 生 まれ 育 ったStephen家 もClapham派 に属 して
いた。 この派には、非順応 的な、 自由主義 的立場 にたつ富裕 な家族 のネ
ッ トワークがあ って、 これ らの家族が19世 紀後半思想 界 を リー ドす る。
Stephen家 の ほか には、Cadbury,Rowntree,Fry,Gaskell,Wedgewood,
Darwin,Trevelyan,Huxley,Martineau,Strachey,Vaughan一
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Williams,MacCaulay,Arnoldとい うような錚々 た る家族 が これ に名 を
連 ね てい る。
彼 らの血続結婚 か らさらに大 きない とこのネ ッ トワー クが生 まれ た。
これ らの拡大化 した一 派 は、古 い貴族 制度 に批判 的で、洗練 された教養
をなに よ りも尊 び、既存 の価値観 をその動機 にまで遡 って再評 価す る必
要 を感 じて いた。 また、彼 らは自 らに備わ る特権 を 自覚 してい る と同時
に、 それ を有効 に使 いたい と願 って もいた。
1871年 以 降、 これ らの家族 は彼 らの息 子 を大 学 に送 る よ うにな った
が、`OxfordMovement'に 汚 されてい ない とい う理 由で、そ ろってCam-
bridgeを 選 んだ。Oxfordが`graces'(「 恩寵 」)を 中心 に据 えていたの に
たい し、Cambridgeに は政治 への関心 と、`coldreason'(「 冷徹 な理性」)
の伝統 が あ った。 「CambridgeはOxfordと はちが って上 流社 会 では な
く、ピュー リタ ン的で、知 的な 中流 階級 の学生 たちの大 学 であ り、一方、
Oxfordの 学生 たちはみな首相や大使 とな り、裕福 で あった」4)。Matthew
ArnoldをOxfordと の関 わ りな しには考 え られぬ よ うに、Virginiaの 父
LeslieStephenをCambridgeと切 り離 して考 えるの もむ ずか しい。 ま
た、「Oxfordの 男 たちが、世界 をわが もの としたか の ようにふ るまって
い るのにたい し、Cambridgeの 男 たち は、誰が世界 をわが もの としよう
が、知 った こ とか とい うような顔 を してい る」5)とい うの も この頃に言い
だ され た言葉で あった。
RaymondMortimerによれ ば、Stephen家 とStrachey家 の両家 は、
英 国の学者 の家柄 の ほぼ半分 と親 戚関係 にあ るが、Stephen家 は代 々、知
的 な職 業 の うちで も法曹界 の仕事 や文 筆業 にたず さわ って きた。Leslie
Stephenも また、fellowの 地位 を得 て、Cambridgeに とどまったが、や
が て神 学上 の命題 、 とくに 「三十 九箇条」 に対 す る疑惑が つの り、 イ ン
グラ ン ド教会 の大学支配 に も批判 的 になって、 自らの良心 に従 って大学
の職 を辞 し、 文筆で生計 をたて るようになった。
娘 のVirginiaは 父Leslieに たい し、 こもご も抱 く愛憎 の感情 に苦 し
んだ。ひ とつ は、Victoria朝 の不合理 な因襲 的観 念 に`No'を つ きつ ける
彼 の正 直 で大胆 な思考 にた いす る感 嘆 の念 であ り、 もうひ とつ は、同 じ
Victoria朝 の家父長制 に甘 ん じて い る彼 の うちな る暴 君 にたいす る憎
悪 の念 で あった。
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父亡 きあとVirginiaは こう回想 している
父は家庭生活ではある種の行儀作法一 格式 とさえ呼べるものを
期待しました。けれども、自分でものを考え、 自分の目標に従 う権
利 を自由 と呼ぶならぼ、そういう自由を父ほど徹底 して尊重 し、実
際 に主張した人はあ りません。息子たちは陸海軍への途 は別 として、
その他の職業なら何でも選べ ました。娘たちにも、女子の高等教育
には殆んど顧慮 を払わなかったけれ ども、同じような自由を与えて
くれ ました6)。
だが、娘たちの天分をいち早 く認め、それぞれに文学 と絵画の修業の
便宜を計ってやったLeslieも 、こと家庭内の人問関係、とくに男女関係
においては、`coldreason'の 導 くところとはほど遠 く、不合理な感情 に
翻弄 される者であった
彼は妻 を…女神のような理想像に変 えようとしたが、家庭では、
自分の思うようになり、感情の危機にあっては彼を支 え、彼の人生
の些事一切 を処理し、 しかるのちに、彼女が掌握 している家政のこ
とについて彼の批判 を甘んじて受 ける女として取 り扱った。…彼 は
いつも彼女の感情を踏みにじり、 自分を慰めてくれた彼女の心 を傷
つけ、自らの愚かさを半ば意識 しながらも、それを抑制できなかっ
たのである7)。
父 をめぐるVirginiaの 内心の葛藤は、彼女が人間的・作家的に成熟す
るにつれて、社会的考察へ と昇華 されていく。つまり、父の不合理な感
情は彼個人の残酷さではな く、社会の産物なのではあるまいか。彼女の
親戚の男性たちは大学 を卒えると、その大半が学長や裁判官な どのエリ
ー ト職 に就いていた。彼女は、家父長制 という機械のカラクリに思いを
こらして、つぎのようにユーモラスに描いている
例の機械にポンと入れ られると、60歳 かそこらで、校長や将軍や
首相や裁判官となって、先端か ら出て くる8)。
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の ちにBloomsburyは 、ひ と世代 前 の知的 な人 た ちが神 や世論 に対 し
て懐 疑的姿勢 で臨 み、それに敢 然 と異 を唱 えた その勇気 を称 える一方で、
先 のLeslieStephenの 例 に象徴 され る 自己矛盾 や 自己満 足 の側面 には
鋭 い批判 の眼 を向け ることになるのだが、 これは まだ少 し先の こ とで あ
る。
〈`theSociety'とG.E.Moore>
Quaker教 徒 のmiddle-classの 家 に生 まれ育 ったG.E.Moore(1873-
1958)がCambridgeのTrinityCollegeに進 ん だ の は1891年 の こ とで
あ った。彼 は まもな く`theSocietyoftheCambridgeApostles'(「ケ ン
ブ リ ッジ使徒会 」)と い う学生サ ークル に迎 え られた。`theCambridge
ConverzationeSociety'(「 ケ ンブ リッジ懇話会」)と い う正 式名 を もつ こ
の会 は、のちに ジブ ラル タル主教 とな るGeorgeTomlinsonを 中心 に12
人 の学生 によって創 られた討論会 で、「人 生の最高 の もの は会話 で あ り、
その最大 の成果 は信頼 で ある」 とい うRalphWaldoEmersonの言葉 を
拠 り所 としていた。 また、1820年 代初 めには、 自分た ち を 「紀 元2世 紀
の`ApostolicFathers'(使 徒後教父 たち)の 神学擁護 者で あ り、正統 な
後継者 であ る と考 えていた」9)。この会 の メンバ ーシ ップ は終 身で学部学
生 ばか りでな く、か つて会 員で あった大学 院生やdon(教 員)も 加 わ って
いた。
メ ンバ ーの選考 は、新入 生の中か ら特 に学 業 ので きる者、特待生 試験
に見事 な論文 を書いた者数名 を選 びだ し、 さ らに入学後 の1年 間、 メ ン
バ ーた ちが さ りげな く散歩 に連 れだ した り、 テ ィに招 いた りしてそれ と
な く接触 しなが ら審査 した。 だか ら、候補者 自身、入会 を認 め られ、 そ
れ を告 げ られ る まで は、自分が候 補 にあが ってい る ことを知 らなか った。
また、会 員 になってか らも、会 の ことは一言 た りとも外 部 に漏 らしては
い け ない こ とにな って い た。1936年 、使 徒 会 員 に推 され たMichael
Straightは 、King'sCollegeのMaynardKeynesの部屋 で行 われた最初
の会合 について、 つぎの ように記 してい る
私 は右 手 を挙 げて恐 ろ しい宣誓 を繰返 した。会員で ない者 に会 の
こ とを一 言で も漏 らしたな ら、 その後永久 に、魂が耐 えがた い苦痛
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に悶 えることにな る という誓いで あった。… 「いいかい」 と彼
(Sheppard)が 説明 して くれた、「この誓いは、会員が使徒 らしくな
い人間 と口をきくなんてあ りえない と思われていた時代につ くられ
　 　 　 　 　
たんだ」。使徒 らしい、とはどういう意味か と私は訊ねた。彼は子供
　 　 　 　 　
っぼ く得 た りとばか りに笑 って言 った、「ひ じ ょうに頭 が良 くて、と
び きりすて きでな くちゃな らないの さ」10)。
会合 は毎週 土曜 の夜 に開かれた。彼 らの間には、彼 らに しかわか らな
ぬ陰語が あ った。`whale'(塩 漬の アンチ ョビをのせた トース ト)が 供 さ
れ、`moderator'(厂 論文 を読 む会員」)が 暖炉 の前 の敷物 の前 に立 ち、15
分か ら時 に は2時 間 に及 ぶ論文 を発表 す る。 その後討論 に入 るが、 出席
者 は全員発 言 しな けれ ばな らない。聴 き手 と`moderator'の 問 で質疑応
答 がつづ き、夜 の更 ける頃 に結論が起草 され、賛 否が票決 に よってな さ
れ る。最後 に、次週の`moderator'が 籤で決 め られ、次 の討 論の題 目が決
め られ る。 これは4つ の題 目か ら選 ばれ るが、 その うち1題 はユー モ ラ
スな もの と決 まって いる。次 回の論題が決 まった ところで散会 とな る。
大 抵 は文学 的主題 か、哲学 的主題で あった。
1885年 に メンバー とな ったGoldsworthyLowesDickinsonは、`the
Society'の 雰囲気 をつ ぎの ように伝 えてい る
(「使徒会 」は)入 会 した年、 とい うよ りその1、2年 後か らだが、
長 年 にわ た って私の生活 の重要な部分 を占め るようにな った・…・・私
たち は、現在 もそうである ように、土曜 の夜 に集 まった。論文が読
まれ、籤 を引い て順 番 に発 言 した……私が感 じた こ との真髄 を伝 え
るこ とは不 可能 で ある。若者 が知的 に も精神 的 にも成長 しつつ ある
とき、 また、思 索が情熱 であ り、討論が愛情 に よって深遠 な もの と
な る とき、 その魔 法 の空気 を吸 ってい る人 以 外 に は信 じられ な い
数 々の こ とが起 きる11)。
1883年 、Cambridgeの 道徳 哲学 教 授 とな った 正{enrySidgwickは
Dickinsonよ りもいっそ う具体的 に`theSociety'の 雰囲気 を伝 えて いる
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親 しい友人 のグルー プが、絶対 的献 身 と遠慮 の なさ をもって真理
を追 求す る精神 がそれで あった と記す ほか はない。彼 らはあ くまで
率直 であ り、 ユーモア に富 む皮 肉や戯 れの揶揄 に耽 ったが、その と
き も互い に尊敬 心 を失 う ことはなか った。 ひ と りが論 じてい る とき
は、相手 は彼か ら学 ぼ うとし、彼の見 てい る ものを見 よう と努 めた。
絶対 的な率直 さ公平 さ、 これが この会 の伝統が命 ず る唯 一の義務で
あった12)。
そ し て、 こ の 精 神 こ そ が、 や が て 何 人 か の メ ンバ ー に よ っ て
Cambridgeか らBloomsburyに 移植 され、さらに独特 の精神文化 へ と変
容 を とげ るので ある。
Sidgwickは また、会員相 互の絆 に触 れて、「`theSociety'の 人 々の結
びつ きは、私 が生涯で体験 し、見聞 き したいか なるグルー プの結 びつ き
より も、 はるか に強固で永続 的な ものであった と感 じてい るが、 これは
恐 ら く、使徒 たちの全部 とはいわな いまで も、大多数 に共通 した感情 で
はあ るまいか」13)と述 べて いる。実際、`theSociety'の メ ンバーが この会
に示 す愛情 と、その生涯 に及ぶ影響力 への言及 は、全 員 に一致 してい る。
彼 らに とって、`theSociety'は 大学 生活 の中心で あった。学期 中にはほ
とん ど行 動 を共 にした ばか りか年 に1回 の ロ ン ドンで の デ ィナ ーが あ
り、 休暇 中は休暇 中で、互 いの家 を訪ね合 って過 ご したので あった。
ところで、Dickinson言 う ところの魔 法の よ うな雰囲気 、昂揚 した気分
は、`theSociety'に とどまらず、この頃のCambridge全 体 に及 んで いた
ようであ る。Bloomsburyの 仲間が在籍 していた頃 のCambridgeは 、折
しも、哲学 方面 にEllisMcTaggartやG.L.Dickinson,GeorgeMooreや
BertrandRussellな どの傑 物 を次 々 と輩 出 し、 その全盛 期 にあ った。
Bloomsburyの 仲間 よ り少々先 輩格 にあた るE.M.Forsterは 、 当時の
Cambridgeを こ う回想、してい る
ケ ンブ リッジは魔法 にかか った よ うだ った。 肉体 と精神、理性 と
感 情、仕事 と遊 び、建築物 と風景、笑 い と真面 目さ、人生 と芸術一
他 の ところでな ら対照 をなす これ らふ たつの ものが、 ケ ンブ リッジ
で はひ とつ に融 け合 っていた。ひ とと書物 が互 いを強化 し、思索 は
情 熱 とな り、討論 は愛情 に よって深 め られた14)。
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`theSociety'に は
、1830年 代 より同性愛の底流があった。1880年 代に
入るとプラ トニックなものから実践的なものへ と変わった。女は肉体的
にも精神的にも劣るので、男の男に寄せ る愛情のほうが女にたいするそ
れよりも偉大だと考えられていて、彼 らの間に`highersodomy'(「 高級 な
男色」)と いう秘密の言葉さえうまれた。使徒問の同性愛は20世 紀初頭
にその頂点に達 し、「女好 きの者でさえ、まともと思われた くないばか り
に、男色のふ りをする」とDuncanGrantが 冗談口を叩 くほどであった。
Lyttonstracheyは たまたま`thesociety'の 書記であったので、その特
権を活かして、`Ark'(過 去の議事録や歴代の会員各薄などすべての記録
文書が保存 されている トランク)の 中の書類 を漁って、先輩の多 くが精
神的、肉体的同性愛者であることをつ きとめた。プラ トニック派 と実践
,派 に分類すれば、さしずめつぎのようになる
Lytt・nSt・ach・yとMayna,dK,yn。,は難 鞠 筒駿 箸、L。 。na。d
ヘテロセクシヤル
Woolf,RogerFry,DesmondMacCarthyは異性愛者、SaxonSydney・
Turnerは 、他 の ことについて と同様 、謎 で ある。「Saxonさ んは独 りで
はなに もお決 めになれないの よ。 ご 自分 の召 しあが りたい ものです ら、
はっ きりな さらないの」とVirginaWoolfは 姉 に宛 てた手紙(1909年8
月8日 付)に 記 して いる。
だが、 同性愛 は、彼 らの変則 的性向で ある と同時 に、 それ には一段 と
深 い意味 もこめ られていた。それ は、教会 と、その教義 の根 底 をなす厂原
罪」 とい う考 え方 への これ みよが しの反逆で もあ ったので ある。
もし、あるグループが あって、それが 自己充足 し、活気づ いてい た り、
成功 を誇 ってい る場合、世 のひ とは、 「なん と鼻 もちな らぬ連 中だ ろ う」
と一括 りに こきお ろす ことに よって、 わが心 の羨望 と敵意 の葛藤 を と り
沈め よ うとす る。 自分た ちが理解 で きぬ ものや介入す る余地 の ない もの
に対 して は、知 的評価 よ りも人 間的評 価や心理 的評価が先行 す る ことが
往 々 にして あるが、Bloomsburyの 場 合 も例外 で はなか った。Fabian協
会 の主宰者BeatriceWebbは コ トニ ー卿 夫人 に宛 てて こ う書い てい る
Bertie(=BertrandRussell)がCambridgeに進 んだの はよ くあ
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かしら
りませ ん。 そ こで はLowesDickinsonを 頭 とす る悪 い連 中がいて、
性 の問題 について一種 の無秩序 な考 えを よし としてい ます。若 いフ
ェ ビア ン協会員 にそれが悪影響 を及 ぼ してい る ことにはず っ と前か
ら気 がつい てい ました。 その知 的ス ター はPrincipiaEthica(『 倫理
学 原理 』)を 著 わ したGeorgeMooreで、彼 らは皆、 口々 に`The
Truth'と 称 して この本 を話題 に して います15)。
1850年 代 に秘密 主義が一段 と色濃 くな ったの は、教会 の支配 か ら大学
を守 り、 これ以上犠牲者 を出す まい とい う姿勢 による と同時 に、 この同
性愛 の問題 とも無 関係 で はなか ったであ ろう。Etonの 教師 で、「生徒た ち
に余 り に も個 人 的 な 関 心 を もち す ぎた」が ど で馘 に な っ たOscar
Browningを はじめ として、すで に何人 もの犠牲者 がで ていた。
脱 線 にな るが、OscarBrowning氏 は「使 徒た ちの間 の同性愛 者か ら成
る閉鎖社会 とい う問題 を追 及 した のみな らず、労働者 階級 に対 して父性
的関心 を もつ とい う仮 面 の下 に行 きず りの水 夫 や労働 者 た ち をKings'
Collegeの 自室へ連れ こんだ。"HeUo,sailor!"と い う呼びか けは彼 か ら
始 まった といわれ てい る し、海 軍の水兵部 屋の用語 で、同性愛者 の こと
を`brownhatter'と い うの は、 も とも とは`Browninghatter'で あ っ
た」16)とい う。
だが、厄介 なの は、 この会 が世 間 か らこうした数 々の顰蹙 を買 いなが
らも、大西洋 の両側 に無視 しえぬ影響 を及 ぼ して きた とい う厳然 たる事
実 で あろ う。
170年 以上 にわた る歴史 と、何百人 もの会員 を擁 しなが ら、`theSoci-
ety'は 今 日まで連綿 とつづいてい る。この間 に、芸術 、文学 、哲学、政 治、
経済 、 マスコ ミ等 々、各界 に傑 出 した人物‐AlfredTemyson、B.Rus-
sell、LudwigWittgenstein、 な ど一 を輩 出 しつづ けて きた。1979年 か ら
82年 にか けて、数 人の会員が ソ連 のスパ イで あ った ことが明か るみ に出
て、 スキャンダル としてニ ュース に取 りあげ られて以来 、急速 に世 の関
心 をひ き、一部 の人々の調査意欲 をか きた てて、今 日に至 ってい る。
`theSociety'に は、その ときどきに、会 を活性 化 し、会 の精神 の方向
づ け を行 った リーダー ともい うべ き人物 がい た。19世 紀初頭 には、キ リ
ス ト教社 会主義 の父 と呼 ばれたJohnF.Mauriceが それ にあた り、 つい
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でStuartMillの 信奉者 で実験 哲学 の先 駆者HenrySidgwickが 、 さら
には、EllisMcTaggartが それ を受 け継 ぎ、Bloomsburyの 仲間が籍 を
おいていた頃 には、哲学教 授のGeorgeE.Mooreがその影 響力 をほ しい
ま まにしてい た。彼が`theSociety'の メ ンバー たちに与 えたイ ンパ ク ト
をMaynardKeynesがつ ぎのよ うに伝 えている
1902年 の ミカエル祭の休暇 に私 はCambridgeに 入学 した。一年
生 の終 り頃、MooreのPyincipiaEthicaが世 に出た。今 の若 い人 た
　 　 　 　
ちがこの本を読んだ という話は聞かないが、私たちに及 ぼしたこの
本の影響力 と、その出版前後にさかんになされた議論 とは実に決定
的に重要なものであって、たぶん、その影響力は現在の私たちにも
及 んでいると思 う。私たちは信念が行動を左右する年頃だった。 こ
のことは中年になる と忘れて しまいがちの若者の特徴なのだが。当
..
時形成 され た ものの感 じ方の習性 が、今 で もそれ とは っ きりわか る
ほ ど持続 している。 この もの の感 じ方 こそは、 私たちの ほ とん ど全
員 に影響 し、私 たちの クラブを、外 の世界 と全 く違 うものに してい
る ものなのだ。Mooreそ の人 は宗教 上 の形式 にやか ましい ピュー リ
タ ンで あ り、Stracheyは …Voltaire主 義、Woolfは ユダ ヤの律 法学
者、私 自身 は非 国教徒、Sheppardは 国教徒で(現 にそうなった よう
に)教 会 の牧 師、Cliveは 賑 やかで愛想 のいい男、Sydney-Tumerは
静寂主義者、Hawtreyは 教条 主義者、 とい った具合 に、各人 はみな
個々 に違 った人物 であ りなが ら、 この クラブがひ とつ に まとまって
いたの は、 じつに この共通 した ものの感 じ方の習性 によ るものだ っ
た17)Q
　 　 　 　 　 の
実際、 これは その とお りであった。大 方のBloomsberriesが 絵 画や文
学 とい?、た自治領 の住人だ ったのにた い し、MaynardKeynesだ けは、
ア トリー政府 の指導的人物 であ り顧 問だ ったので、世間 との交渉 を最 も
多 くもつ者 であ った。 に もかかわ らず、彼 の友人CliveBellは 、 そう し
た経歴か らは想像 しがた いMaynardの 姿 を伝 えてい る一
ふたつ の頑丈 な錨 がMaynardを しっか りと岸 につ ないで いた一
す なわ ち、彼 の昔 か らの友人た ち とCambridgeが それで ある。た と
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え首 相 やTheTimesか ら賞賛 され よ う とも、彼 はLyttonやDun-
can、VirginiaやVanessaら が この絶賛 に くみ しな いのではないか
と不安 であ った。公 的な賛辞 はなにか恥 ずべ きもの に思 われた。爵
位 の授与 が告 げられた後 、 は じめて夫人 を伴 いCharleston(Bell夫
妻 の家)を 訪 れた ときの彼 はそれ こそお どお どしていた。「ぼ くた ち、
笑 われに来 た よ」と彼 は言 った。…それ にCambridgeは これ をどう
考 えるか し ら?Maynardは 祖 国 を熱狂 的 に愛 していたが、大英 帝
国 の財政 を救 うよ りは、King'sCollegeの 財政 を改善す ることには
るかに骨折 った と私 は信 じて いる18)。
1903年 、GeorgeMooreのP吻6φ勿E伽oα が 出版 され ると、 これ は
た ち まち、`theSociety'の バ イブル とな った。彼 は これ までの倫理 学の
方法論 を批判 し、彼 のいわゆ る`scientificethics'を うちだ した。 は じめ
の4章 を従来 の倫理学 の誤 った学説 と彼 の倫理 的推論 の提起 にあて、終
り2章 を行 為 に関す る倫 理 とその理想 にあて てい る。
彼 の哲学 がtheSociety'の 仲間 に どの ように受容 され たかについて、
Keynesが つ ぎの ように述べ てい る
言 うな らば、私た ちはMooreの 宗教 を受 けいれて、彼 の道徳 は棄
て たので した。実際、私た ちの理解 によれ ば、Mooreの 宗教 の最 大
の利 点のひ とつは、 それが道徳 を不 要 にして くれた ことで した。
Mooreの 道 徳 とは、「正 しい行為 とは何 か」につい ての理論で あ り、彼
　 　 　
の宗教 とは、「ひとの交わ りと美の享受 には、想像 しうるかぎりの最高に
　 　 　 　 　
して最大の善が内包されてお り」、 これこそが、「徳の存在理由であり…
かつ、人間行為の理性的究極目標 となり、また、社会進歩の唯一の規準
た りうるものである」19)というヒューマニズムの宗教であった。
`theSociety'の 仲間にとって、Mooreの 理論は、彼 らが漠然 と感 じて
いた ことを明文化して くれたように思われた。それと同時に、彼が議論
をすすめてい く推論の方法 もまた、鮮烈な衝撃であった。彼の推論の方
法は、つぎの3点 を要 としている。すなわち、(1)命題 に答える前に、問
題の真の所在 をつきとめ、問題点を明 らかにすること、(2)いかに権威あ
る学説や教条であろうと、それが真理であると論証できないものは、こ
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れ を拒否す る こと、(3)推論 の プロセス を簡明直截 に述べ るこ と、で あ る。
議 論の際、 「で、君 の訊 きたい こ とは、正確 には どうい うこ とか ね?」
と逆 に訊ね られる ことはし ょっち ゅうで あった。これは、眉 を吊 りあ げ、
眼 を大 き く見開 いて口 をつ き出 し、髪の毛が うちふ るえるほ どに激 し く
首 を振 りなが ら`No'と 答 える彼 のジ ェスチ ャー と共 に、相手 に強烈 な印
象 をの こした。今 や、Mooreの 哲学 は、Victoria朝 の物 質主義 的価値観
や俗 物の武器 とな り下 った道徳 を一掃 して、代 りに理 に叶 った理想的 な
哲学 をうちたてて くれたか に思 われた。Lyttonは 「理 性の時代 が到来 し
た!」 と叫 び、Keynesも 、 厂それは ワクワク し、胸躍 る出来事 で あ り、
ルネサ ンスのは じまりで あった。…私 たち は新 しい宗教 の先駆 者だ った」
と記 してい る。同 じKeynesに よる次の言葉 は、彼 らの陶酔 的な気負 い と
一途 な実践 を よく示 してい る。厂この よ うに して、我 々 はプラ トンの善 そ
れ 自体 への没入 と、聖 トマ スを凌 ぐス コラ哲学、 それ に虚栄 の市の快楽
と成 功か らの カルヴ ィン主義 的離脱 を身 につ け、(若 き)ヴ ェルテル の悲
しみ にさい な まれ つつ成 長 した」。2°)
1889年 秋 、CambridgeのTrinityCollegeで一 緒 だ 、っ たSaxon
Sydney-Turner,Leonard.Woolf,LyttonStrachey,ThobyStephen,
CliveBeUが`MidnightSociety'(「深 夜会」)を 創 始 し、 のち に、E.M.
Forster,DesmondMacCarthy,MaynardKeynesを招 き入 れた。 この
会 は さしず め、`theSociety'の 内輪 の会 といった体裁 で、 ウ ィス キーか
パ ンチ、 それ に ビーフ ・ス テーキ ・パイ な どが供 され、詩 や劇 の朗読 を
し合 った。同 じ土曜 の`theSociety'の あ とに始 め られ、深夜 に及 んだ こ
とか らこの名 称が つけ られた。
それか ら数年後、Cambridgeを 卒 える と仲 間の何人 かがLondonに 出
てきて、Bloomsburyの あち こちのsquareに 居 を構 え、再 び定期 的 に集
まるよ うにな った。 ただ、 当時 と著 し く異 なったのは、 そ こに2人 の女
性が参加 していて、 その大胆 な思考 と才気煥発、辛辣 な発 言 で彼 らを驚
かせ た ことで あった。とい うよ り、会 の発案者 た るThobyStephenが 自
宅 を開放 した ため に、彼 の姉妹 のVanessaとVirginiaが お のず と加 わ
るようにな り、やが て会 の中心的存在 とな ったのであった。また、Cam-
bridge時 代 の仲 間以外 に も新 た にメンバ ーが加 わ った。
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1905年3月6日 に第1回 目の会 合 が もた れ た この`ThursdayEve-
nings'こ そは、 の ちに`Bloomsbury'と して知 られ る ことに なるので あ
る。 それ はまさに、「高踏 的で審美主義 的なCambridgeに 、批評家 がそ
れ以 来呼 びな らわ して きたLondonの`inte11ectualaristocracy'(「知 的
貴族 社会 」)が 接木 された」21)歴史 的瞬 間で あ り、痛 烈 な批評 家Frank
Swinnertonの 言 を借 りれ ば、 「Cambridgeの`exiles'(「 亡命者 たち」)の
`home'(「 精神療養所)」22)が呱呱 の声 をあげた瞬間 とい う ことになる。
いずれ にせ よ、 彼 らはい ま20世 紀 の 「ルネサ ンス」を一 身ににな う者
の 自負 と使命感 に もえて意気揚 々 といった ところであ った。第一次大戦
ノブ リス 　 オプ リヒ ジ
下、良心的徴兵忌避を願いでて、周囲の者から、「高貴なる義務」をのが
れ る者 として非難 された とき、彼らのひとりが答えたせ りふはよく知 ら
れている 「奥様、わた しが、皆様がそれを守ろうとして戦っておい
での文明なのでございます」。
そして実際、彼 らは後年、それぞれの分野 に優れた業績 をのこして、
これを立証することになるのである。'
〈Bloomsburyの 歩み>
9年 前に母Juliaを 喪い、今度 はまた父Leslieを も喪 ったStephen家
の4人 の遺児が、引越先にBloomsburyを 選んだのは、なによりも経済
的理 由か らであった。高級住宅地Kensingtonに 比べて、こちらははるか
に家賃が安かったのである。しか も、近 くにはLondon大 学や大英博物館
があ り、知的雰囲気が漂 っていたし、近隣の住人たちも、Kensingtonの
上層中流階級には及ばぬまで も、中流階級以下 ということはなかった。
彼 らの移 り住んだGordonSquare46番 の家のある棟は飾 らぬ気品があ
り、すぐ前に美しい共有の庭園 もあった。そこで、ひとりが移 り住むと、
「来 ないかい?空 いている部屋があるよ」 ということにな り、仲間の
す まいが 「多か少なかれ1晩 にして、マッシュルームの ように」23)点々
と広がっていったのであった。
彼 らの新しい環境についてVirginiaは 、「ここの雰囲気には、私たち旧
家の古いしきたりに反するような何か… もし、母が生 きていれば、きっ
と娘たちのすまいにはふさわしくない と感じて反対 したか もしれないよ
うな何かがある」24)と記 している。そして、この 「何か」こそが、社会的
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に身を落 とした筈のVirginiaを して、「世界で最 も美 しく、最 も刺激的
で、最もロマンティクな ところ」25)と言わ しめたのであった。
深紅色の薄暗い、HydeParkGateの あとで、光 と大気はひ とつ
の啓示であった…ここではVanessaと 私 にそれぞれ居間があった。
2倍 も広い客間もあれば、1階 には書斎 もあった…私たちは実験 と
改革に夢中であった…絵 を描 き、文章を書 き、朝9時 のティの代 り
に、夕食後にコーヒーを飲 もうとしていた26)。
姉妹 にとっては、上流階級の不毛な社交や、ややこしい慣習からの歓
ばしき解放であり、限 りなき未来の可能性を望見 させ るこの新生活 も、
Thobyに はそれほど有頂天になれるものではなかった。Cambridgeで
の 日々と、そこで与えられた知識、交わされた愛情、豊かにされた知性
が忘れられなかったのである。彼は、かつての仲間が近隣に移 り住むと、
毎週木曜の夕方、自宅 を開放することを宣言した。1905年3月16日 に第
1回 目の会合が もたれ、5月 末には、総勢9人 の青年がやってきて、深
夜の1時 まで談論していった。
Cambridgeの 同性同士の遠慮のない議論に慣れていた男性たちは、
Thobyの 応接間にふた りの女性の姿を見いだして、いささかの戸惑いを
覚 えたにちがいない。「美」や 「善」や 「真実」、といった抽象的で哲学的
な話題が選ばれ、真面目に議論 された。かつてVirginiaはCambridgeの
兄 にこう書 き送 ったことがある一 「あなたが毎晩、暖炉の傍でパイプを
くゆ らせながらStracheyた ちとお喋 りしなが ら得るものを、私は独 り
ぼっちで辛い思いをしなが ら読書によって得なければなりません…話 し
合いほど勉強 になるものはない と思います」。
だか ら、姉妹たちが兄のThobyか ら常々聞かされていた彼 の伝説的
な友人たち一 「詩人のShelleyと スポーツ好 きの田舎の大地主をつ きま
ぜた ような」CliveBellや 、「異国的な雰囲気 をたたえ、 ヒョロ長 く、
Thobyの 腕 くらいの腿をした」LyttonStrachey、 あるいは、「人間嫌い
のユダヤ人」で、「文明 に拳を振 りたて、 まもな く熱帯地方へ と姿を消そ
うとしている」LeonardWoolfや 、「ギ リシャ文学を全部誦んじていて、
夜中、ひ との窓の明か りを見つけると蛾のようにコツコツ叩いて入って
きて、夜中の3時 頃や っと口をききだす」というSydneySaxon-Turner
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な ど27L一 を目のあた りに して、 自 らも討論 に加 わった ときには、 ち ょ
うど ¢ambridgeに 入 りた ての学生 た ちが 覚 えたで あ ろうの と同 じ興 奮
に とらえ られた にちがい ない。
の ちに`MemoirClub'で 読 み あげたペ ーパー の中で、Virginiaは こう
回想 している
議論 が私の 目の届か ない彼方 に舞 い あが ってか らずい ぶん経 った
ころ、議論 を委ね られ た人 た ちが、 小石 をひ とつ、 また ひ とつ と注
意深 く、正確 に積み あげてい くのを、私 は驚嘆 して見守 ってい まし
た …何 か奇跡的 な ことが 空 中で起 こってい るのがチ ラ リと見 えまし
た … しまい に、髪 を くしゃ くしゃにか き乱 しなが ら彼(=Saxon)が 、
非常 に簡 潔 に要約 して ピシ リとケ リをつ けるので した。 目を見張 る
よ うな大建造物が完成 し、ひ とは何 か とて も重要 な こ とが起 きた と
感 じなが ら、 よろよろ とベ ッ ドに も ぐりこむので した… 美が絵画の
一部 で ある こ とが一一 それ ともそ うで な い こ とが、だ ったか しら
立証 された ので した28)。
VirginiaとVanessaに 精神 の 自由の尊 さを説 いた の は父 であ っ
たが 、彼女た ちが実際 にそれ を手 に入れ るには、彼 の死 を またね ば
な らなか った ことは皮 肉な話 であ った。
翌年 、VasessaがCliveBellか ら求婚 される とい う出来事 が お こった。
それ を聞いた弟Thobyは 、 「これが`ThursdayEvenings'の い ちばんい
けない こ となんだ!」 と慨 嘆 した。 同年、彼が急死 す る と、 その2日 後
にVanessaは 躊躇 して いたCliveと の結婚 に踏 み きった が、Virginia
は、 これ を もってBloomsburyの 第1章 は幕 を閉 じた と記 して いる。今
はBell夫 妻 の家 とな ったGordonSquareの 家 に、再 びダ ンスやデ ィナ
ー とい った社交 の風、世俗 の風が吹 きこんで きて、 それ までのBlooms-
buryの 僧院風 の雰囲気 を一変 させ て しまったか らで ある。
Virginiaと 弟Adrianは 、姉 夫 妻 の と こ ろ か ら さ ほ ど 遠 くな い
FitzroySquare29番 に移 り住み、`ThursdayEvenings'の 会合 には、
2軒 の家が交互 に使われ るこ ととなった。
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この頃、Virginiaは 、彼女が これまで賛嘆 してやまなかったBlooms-
buryの 抽象的で単純明快な雰囲気が、じつは男性たちの世事への無関心
や、知性偏重の傾向によるものというよりも、その何人かが男色者であ
る という事実によるものであることに気づ く。「人生の簡略化」と彼女が
称 えた ものも、ひとえに彼 らが隠微な男女間のマナーや演出に興味を覚
えなかったからにほかならない。男色者の社会は、 とくに女性にとって
は、単純で正直そのものであ り、ある意味で寛げるなどの利点があるこ
とを認めながらも、Virginiaは 、そこに不毛さ、退屈 さを覚えずにはい
られない
男色者 と一緒だと、乳母の言 うように、 自分 をひきたたせ るわけ
にはいかない。何かしらがいつも抑えこまれ、押 さえつけられてい
る感じがする。だが、この何かこそは、交接や恋愛 とは限らず、人
生の大いなる歓びのひ とつであ り、不可欠のもののひとつなのだ…
このようなとき、ひ とはソーダ水かシャンペンのように歓 ばしい沸
騰性の飲料 となって、そこから虹のように七色に彩 られた世界をみ
るのである29)。
彼女が単一の性に伴 う退屈で不毛な感 じを身をもって体験 したことは
じっに重要である。彼女が後年ある評論の中で両性具有論を展開し、多
くの小説の中で複雑で興味深い人物たちを次々 とうみ出 したきっかけが
このときの感慨にあることは十分考 えられるか らである。彼女のOrlan-
doと いう作品は、同一人物の中に男女両性の資質が混在 しているという
認識 に立って書かれた自由奔放なファンタジーである。人生の途上では
からず も男性から女性へ と転身し、いまや男女両性の社会的条件や精神
状態を識 りつくしたヒーロー/ヒ ロインがやは り両性具有者的男性 と結
婚 し、一子をもうけ、また長年あたためてきた一篇の詩 を完成するとい
うス トー リーなのだが、Virginiaの 言わん とするところはこうである
一一つ まり、男性的要素 と女性的要素 を合わせ もつ精神 こそは共鳴 をお
こし、創造 をよくなしうるのであって、およそ傑作 と呼 ばれる芸術作品
は、それが書かれるに先だって、作家の精神の中で男女両性の結婚が と
りおこなわれるはずである。ふつ うの人の場合はこれを結婚生活 を通し
て会得する。彼女のTotheLighthouseと いう作品に登場する若い女流
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画家Lilyが 滞在先の女主人か ら、結婚 をしない女性は人生の最上の もの
をとり逃 していると言われ、それなら自分はそうした宇宙 の法則 とや ら
の例外だ と内心抗議の声をあげるのも、こうした作者の認識が背後にあ
ってのことである。Lilyは 、恋には百千の形態がある、ものの元素を選
びだ し、それらを集めて、現実生活にあっては不可能な完全さをこれに
与 え、凝縮された球状のもののひ とつを造 りあげるそうした天分をもつ
恋人があってもよい と考えるのである。
さて、話を元に戻す として、Virginiaの 言 うBloomsburyの 第2章 は、
つぎの出来事を転回点 としている。それはある気持のよい春の夜、Clive
がいつ入 って くるか も知れぬ気配の中で、Vanessaが 坐って縫い物 を
し、Virginiaが 夢中で喋っているときに起 こった
突然 ドアが開いて、LyttonStrachey氏 のひ ょろ長い不吉な姿が
敷居の ところに立 っていました。彼 はVanessaの 白い ドレスのしみ
を指さして、「精液かい?」 と訊ねました。ほん とうにそんなことを
口にするなんてあ りえるかしら、 と私は思い、すると、皆で思わず
ふきだしていました。そのたったひ とことによって、沈黙の障壁 と
遠慮がちの気分がことごとく粉砕 されたのです。私たちは、聖なる
液体の洪水に呑みこまれていました3°)。
今や、彼らの間で口にしてはならない こと、行なってはならないこと
は何ひとつ無 くなった。「私の思 うに、これは文明の一大進歩です」31)と
Virginiaは 記 している。「Bloomsburyの 仲間はそろって美 を愛 し、会話
に大 きな価値を認めていたので、Bloomsburyで は会話 はひ とつの芸術
であ り、おそらく、DrJohnsonの 時代以来、これほど会話が重要視 され
た ことはなかったであろう」32)。これまで彼女を嘆かせた退屈で不毛な雰
囲気は一変 して、男女の 「不条理で歓ばしい沸騰性」の交感以上の世界
一性別の垣根が とり払われ、いかなるヴァリエィションも可能な世界一
がここに始 まったのであった。
た しかに、Rantavaaraの 言 うように、もしVirginiaとVanessaの 姉
妹がいて家庭的な雰囲気を提供 しなかったならば、頭脳の肥大化 した青
年たちか ら成 るこの集まりは、彼 らがCambridgeと い う温室から俗世
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の波風 の中に投 げこ まれてい くらも経 たぬ うち に、離散 していたか も知
れな い。
また、彼女 た ちの ほ うで も、 その お返 しとして、本来 の境遇 か らは想
像で きなか った ような生 活一 同 じよ うな知 的欲求 と人生態度 を もつ仲
間か らの刺激 を糧 としつつ、 自らの芸術 的精進 にいそ しむ とい う生活 を
わが もの としえた のであ った。
た とえ付録 とい う形 で にせ よ、 もしもBloomsburyに 第3章 を もうけ
る とした ら、 それ はOttolineMorrel1に 捧 げ られ るべ きだ、 とVirginia
は記 してい る。そ して、 これ はLyttonStracheyの 次 の作 品 にうってつ
けの主題 で はないか、 とも提案 している。
VirginiaとVanessaがBloomsburyの核 心 を な して い た 同 じ そ の
頃、 そ こか らほど遠 くないBedfordSquareの 豪華 な邸宅 でOttolineは
彼女 のサ ロンを とりしきっていた。彼 女 には、貴族 としての威 厳 あ る物
腰 に加 えて、 ロマ ンテ ィックでメラ ンコ リックな雰 囲気、幻滅 の風情 が
あった。
Virginiaは 彼女の ことを 「自分 の階級 に満足 で きな くな り、芸術 家や
作家 の問に 自分の求 め る ものを見 出そ う としている偉大 な女性」 と描写
し、 つぎの ようにつづ けて いる
彼女 はそ うい うわ けで、 あたか も彼 らが神々 しい霊感 を受 けた者
たちでで もあるかの ように、決然 とした様子 で彼 らに近 づいてい く。
また、彼 らの ほ うでは、彼女が 自分の世 界 を抜 けだ して、 けして根
づ きようのない別世界 へ と入 ってい くの を、 まるで亡霊 で も見 る よ
うに見 てい る33)。
Ottolineは 人集 めの天才 で、彼女 のサ ロンには、彼 女みずか ら憧 憬 し
てや まぬ芸術 家 ばか りか、 この世 の権 勢 を一 身に集 めた人 々 の姿 も見 ら
れた。「黒 い衿巻 きを巻 き、ヴェルヴ ェッ トの コー トに身 を包 んだたい そ
う不吉 な感 じの」AugustusJo㎞ やバ ツキンガム宮殿 への途次立 ち寄 る
「金 の レース とメダルづ くめのたいそ う赭 ら顔 の」SirWinstonChur-
chill、 「つ ぎつ ぎ と警 句 を とば してい る」RaymondAsquithな どは その
常連 であった。Ottolineが 恋 して いる とい う噂 のGilbertCa皿anや 、そ
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のOttolineを 恋 してい る とい う噂 のBertrandRussellの 姿 が見 られた
し、 何 よ りもOttoline自 身が いた。
「やがて、私 た ち全員が この法外 な渦 巻 きの 中に巻 きこまれる ことにな
った。 そ こで は、 たいそ う風 変わ りな棒切 れや藁 くずが、一時 的に一緒
くた にされてい るのだ った」34)と後 にVirginiaは 回想 して いる。
Bloomsburyの 、特 に第1章 の頃の酸 欠気 味の集 ま りとは対 照的 な こ
の光輝 あふれ、幻想的 なサ ロンは、Bloomsburyの 人 々 にか っ こうな気 晴
しを提 供 した こ とで あろ う。 それ ばか りで はない。彼 らは、 自分 たちが
そ こで見 聞 きした くさ ぐさ を仲 間だ けにな った とき、 ジョークの種 に し
た り、作 品の中で戯画化 す るというよ うな恩知 らずの こと もや ってのけ
たので あった。
た とえば、Oxford郊 外 のGarshintonに あ るOttolineの 家 に招 かれ、
週末 を過 ごしていた ときの こと、客 の もとに、た だち に家 に戻 るよ うに
との電 報が届 いた。彼 はたの しい滞在が 中断 され る ことに立腹 し、Mor-
rell夫 人 に も'さんざん不平 を鳴 らしなが ら暇 を告 げたが、じつは、これは
先刻 、彼 自 ら退 屈の あま りに村 の郵便局 に出か けてい って 自分宛 に打 っ
た電報 で あった。
ともあれ、OttolineMorrellの サ ロ ンがBloomsburyの 仲間 に、彼 ら
のあずか りしらぬ社会の さ まざ まな現実 に直 面 させ、彼 らの視野 を広 げ
る と同時 に、知 的虚栄心 を くす ぐる息抜 きを提供 した ことは否定で きな
い事 実で ある。
<RogerFryとBloomsbury>
つ とに雑誌掲載 のRogerFryの 厂美学 に関す るエ ッセイ」を読 んで い
た く感 銘 を受 けていたCliveBellは 偶然 の ことか ら1910年 にFryと 知
り合 い、彼 をBloomsburyの 仲 間 にひ きいれた。 それ までBloomsbury
の した こ とといえば、仲間同士議論 した ことだ けで あった(も っとも、
作家 で あれ ば、新 聞 ・雑誌の書評欄 に寄稿 した り、の ちの傑作 の草稿 を
練 った りし、画家 であれ ば、多 くの習作 を描 きた めてはい たが)。D.H.
Lawrenceの 言葉 を借 りるな らば、「体 内 に人 間的親切 とい うミル クが一
滴 も流 れ てい ない」35)LyttonStracheyを は じめ とす るBloomsburyの
連中 ときた ら、 「気の利 いた ことを言 った り、小利 口ぶ るの に忙 し く」、
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「ただ ひっ き りな しにお喋 りしてい る。 しか も、 よい ことや現実的 な こ
とはひ とことだ って 口にしない。 それ ぞれが堅 くて チ ッボケな殻 に閉 じ
こもってい て、 そ こか ら言葉 を発 して」35)いただ け とい うことにな る。
Bloomsburyの メ ンバー になった とき、仲 間 よ りもひ とまわ り年 長 だ
ったRogerFryは 、すで にアメ リカのMetropolitanMuse㎜の絵 画部
門の主事の経験 も積 んでい た し、美術 評論家 として世 に名 を知 られて も
いた。彼 は折 しも壮 大な計画 を練 っていたので、Bloomsburyの 仲 間 もた
ち まち彼の情熱 に巻 きこまれ る ことにな った。
フ ランスの前衛絵 画 の魅 力 に開 眼 したFryは 英 国 の人 々 にそれ を紹
介 しようと思いた ったので あった。1910年11月8日 か ら翌年 の1月5
日まで、第1回 展示会 が 「マネ と後期 印 象派展」 と題 して、Londonの
GraftonGalleryで 開催 され た。展示物 はC6zame、Gauguin、Gogh、
Matisse、Picasso等 で、Manetの 「フォ リー・ベル ジェールの酒場」が
フオヒ ム
呼び物であった。「これらの画家は、form(形 態)を模倣するのではな く、
フォームを創 りだそうとする者たちである。人生 を模倣するのではな く、
人生の等価物を見いだそうとしている…実際、彼 らが目標 としているの
はillusion(幻 想)で はなくreality(実 相)で ある」とFryは カタログ
に解説している。
だが、会場を訪れた人々の反応は凄 まじいものであった。寛大なもの
は笑いだし、そうでないものは激怒 した。子供騙 しのペテン、猥褻等々
と毒づき、事務長をつ とめたDesmondMacCarthyに 入場料の払い戻 し
を求める者 さえ出た。「芸術 における新 しいものは不道徳な行為 と同種の
怒 りをかきたてがちである」 とMacCarthyは 述懐 している。
だが、酷評 にもかかわらず絵はよく売れた。 この事実は、ひ とが画期
的なことにぶつかった とき、まずいかに本能的に反応するか、また、新
たな感受性をわがもの とするには、いかに時間がかかるか ということを
物語 っている。いずれにせよ、Rogerの 信念はいささかも揺るがず、彼
は第2回 後期印象派展を1912年10月 か ら12月 まで同画廊で開いた。
Bloomsburyの 仲 間、 と くにParis遊 学 の経験 を もつCliveBe11と
DuncanGrant、 それにVanessaBellは、 これらフランスの前衛画家た
ちの意図を正 しくとらえたが、他のメンバーたちも、そこに自分たちが
手探 りしていた表現方法の見事な例を見る思いがしていた。それは人間
性把握の画期的な方向転換であった。
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Fryに よれば、ひとは物事を見 るとき、本能的に反応するか、実利的な
目的や道徳的判断 と関連づける。 ところが、 このごく皮相的、通俗的な
知識 の下にある実相には全 く無知であるため、芸術家があるものを無私
無欲 の心で眺め、それを彼の心眼に映 じたままに再生 してみせると、ひ
とは異を唱え、侮辱された、 と言ったりする。だが、芸術 とは、「外界の
なにものにも限定されぬし、 また価値づ けられることもない芸術に個有
の経験」なのである。芸術家 にとって問題は、彼が 日常生活 と断絶 した
ところで もつ独特の知覚力で把えたヴィジョンを作品という凝集 し独立
した完結体の中に伝えることであり、感情 をフォームによって表現する
ことなのである。そのために、彼は自然の形態要素 を解 き放って造型的
に配置しなおすのである。 このような創造的なヴィジョンにあっては、
現実の対象物そのものの姿は消失し、独立 した統一性は失われ、数多 く
の小片に分解 し、それ らが寄木細工のように集まって、モザイク様の全
体像 を形成する。 こうした状態 になると、芸術の素材は偶然的意味 しか
もたな くなる。人物の頭はカボチャほどの意味しか もたない。あるいは
むしろ、カボチャで もいいし、人間の頭でもいい、芸術家 にとりついて
彼のヴィジョンを結晶せ しめる造型的 リズムによって決 まるということ
になろう。 この過程、つまり、ひとつの 厂精神的全体」の中に素材であ
る像 を具象化 してい く過程をFryは`transformation'(「 変容」)と名づけ
た36)。
彼 はまた、ある瞬間あるものに付着する不思議な意味について、「ひ と
が部屋の空間に位置を占めるその位置の定め方に、ある瞬間特別の意味
が宿 る」と表現 している。VirginiaWoolfも また、そうした+cifの 訪れ
を次のように描写 している
とちょうどこの とき、Londonで はよく起 こることだが、交通が一
時バ ッタリと途絶 えてしまった。通 りをやって くる者はなく、ひと
ひとり通らない。通 りのはずれにあるプラタナスの木か ら一枚の葉
がつと離れると、交通の途絶えた静寂の中へと落ちていった。それ
はどことな くなにかの合図が舞い落ちてきた というようであった
一 人々が今 まで見落 としていた事物 に潜むある力に注意を促す合
図が。 それはまた、一条の川に注意 を促すようでもあった 目に
は見 えぬが、す ぐ傍を流れ、角を曲が り、なおも流れつづけながら、
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ちょうど、Oxbridgeの 川がボー トに乗 った学生 と枯葉を呑 みこん
だ ときのように、人々を呑み こみ、渦の中に巻 きこんでは流れてい
く一条の川のあることに。さて、 この流れにのって今エナメルのブ
ーツをはいた少女が通 りの向 こう側か らこちら側へ と対角線 に横切
って くる。すると今度はえび茶のオーバーを着た青年がやって くる。
さらに一台のタクシー も近づいてくる。そしてこの流れの力がこの
三者を私の窓下で一緒にした タクシーが停 まり、少女と青年が
立ちどまると、揃 ってタクシーに乗 りこんだのである。それから車
は同 じ流れによって どこかヘサ ッと押 し流されてい くかのように、
音 もなく走 り出した。
この光景はごくあ りふれた ものではあったが、ただいつもと勝手
が違っていたのは、 この光景を見たときから、私の想像することに
リズ ミカルな秩序が伴 うようになったことである37)。
Woolfの 描 くシーンが視覚的感興 を呼びさますのは上の例 に限らな
い。実際、Vanessaは 妹Virginiaの 書物のページか ら躍 りでて くるイメ
ージを絵にしたいとい う誘惑 にかられることがよくあった。
RogerFryは また、芸術家における無意識の領域にも早 くか ら着眼し
ていた。芸術家の感情、理解、事物に対する直覚 は意識に基づいている
と同時に、潜在意識 にも根ざしている。ひとは自己の中か ら人間を抽 き
だすのだが、それは、ちょうど、深層心理の深みにバケツを降ろして、
日常手の届かぬものを汲みあげるのに似ている。作家はこれに日常的経
験 をない まぜて、その混合物の中から作品を創造する。創作の過程が終
ったあと、つまり、絵画であれ、交響曲であれ、抒情詩であれ、小説で
あれ、それができあがったときには、一体 どのようにしてその作品がで
きあがったのか自ら顧 みて訝るのは常である。VirginiaWoolfの 作品は
とくに厂潜在意識」の知的分析 を特色 としているが、これは、Wordsworth
の 厂静かなるところにて思いお こされたる情緒」を現代的フォームの中
に描いてみせたといってよい。
Bloomsburyが 彼 らの手本 としたのは、the.Appollonia、PieroBella
Franceska、Turner、Gogh、Gauguinな どであったが、「建築学的堅固
さ、自然の入念な秩序づけと再構成の指針」として、Cezanneは 別格で
あった。 これ と対照的な、た とえば、文学的主題 に基 く絵画や感傷的な
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Raphae1やCorreggioの 作 品な どは、19世 紀特有 の罪 つ ま り、すべ
て に道徳 的感情 を まじえる混乱 した感傷性 として斥 け られた。
けれ ども、Bloomsburyの 画家 たち は、実作 にあた って は、`formalist'
としての立場 を フラ ンスの画家 た ちほ どに極端 に押 しす すめ る ことは し
なか った。彼 らは抽象画 は殆 ん ど描か ず、 肖像画や静物画 を多 くもの し
た し、小 説家 もまた、伝 記的作 品 を数多 く著 わ した。彼 らはartと1ifeの
いずれ もとりこぼす まい としたので ある。人生や世界 に対 して常 に理想
的なバ ラ ンス を模索 し、妥協 をよし とす る英国的姿勢 とい うべ きか。
換 言 すれば、Bloomsburyが フラ ンスの前衛芸 術家 た ちか ら衝 撃 を受
けた のは、かれ らの大胆 で 自由奔放 な主題へ の関 わ りかた ・解釈 の しか
た においてで あった。LyttonStracheyは 彼 の感慨 をζう表現 してい る
文 学 にお け るルール は ことごと く…永久 に粉砕 され て しまった…
確 実 に立証 された こ とは…表 現の 「フ ォーム」は結局、伝統 による
ので は な く、 ひ とえに表現 され る もの それ 自体 に よ る とい うこ と
だ38)。
つ ぎのVirginiaWoolfの 手紙 もまた、書物 に秩 序 を与 える もの として
彼女 が いか に 「フォー ム」 を重視 したか を伝 えてい る
私 はRamsay氏 の 中に父 の正確 な 肖像画 を描 き こむ つ も りは毛
頭 あ りませ んでした…書物 が あの ようにした ので あって、彼 の 肖像
は、私 が筆 を進 める うち に、それ に合 うよ うに変容 した ので した39)。
彼女 はモダニ ズム文学 のマ ニ フェス トともい うべ きエ ッセ イ"Mod-
emFiction"の 中で 「1910年 、 あ るい はその頃 に人 間性 は一変 した」 と
記 してい るが、実際、あ る批評家 の言 うよ うに、「後 期印象派 の絵 画 に対
す る反応 は、 いかな る芸 術家 に とって もモダニズムの リ トマス試験紙 と
なった」のであ った。WB.Yeatsも 、 これを`theArt-quakeof1910'と
呼 んでい る。
これ以後、英 国の美術 は、未来 派、渦巻派 、立体 派等 々、 さまざ まな
美術 理論や動 向 に関係す る ようになる。RogerFryは 「Ruskin以 来 、審
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美 眼に他 の追随 を許 さぬ ほ どの影 響力 をもつ人」4°)とな り、modernart
のスポー クスマ ンとな った。
Bloomsburyと の関連で い えぼ、 それ を契機 として世 間 をむ こうに ま
わす ことにな った展覧会 によって仲 間の同族 意識 がた か ま り、話題 の中
心が文学 か ら美術 へ と移 るこ とになった。 また、 フラ ンス のPicassoや
Derainな どとの交友 を通 じ、彼 らの視 野 は海の彼方 の動向 に まで及 ぶ こ
と とな っ た。彼 らは そ ろ っ てFrancophileと な り、 の ち にLyttonは
LandmarksinFrenchLiterature(『フランス道 しるべ』)を 著 わ し、
VirginiaもProustに 傾倒 す る ことになる。
RogerFryの 芸術 の効 用 につい ての信念 とはつ ぎの よ うな もの であ
った一一G.E.Mooreの 主張 した ように、「美 の享 受」を通 して養 われ る
`goodtaste'(「 よき趣 味」)な い しは`senseofvalues'(「 価値 の感覚 」)
こそは、人間性 を高 め るのに最 もふ さわ しい。愛 陦や友情 とい うような
人 間関係 もrealityを 垣 間 みせ て くれ るが、愛 の翼 は急速 にす りきれ る
ものであ るので、愛 に比べ て、時間空間 の緊迫性 や偶然性 が少 ない うえ
に、排他的 でな く持続 的 な途 で ある芸術 に頼 るのが よい と思われ る。芸
術 もまた コ ミュニケ イシ ョンの ひ とつの方法 なので あるか ら。「日常生活
には無数 の明 暗や倍 音 があ る。芸術家 がそれ を人々め意識 に もた らす こ
とが なければ、人々 はそれ を知 らず じまいであ ろ う。感 受性 による この
ような正 しい感得 は文化人 の特徴 のひ とつで あ り、豊 かな学識 と論 理的
な精神 を補 う もので あ る」41)。
CliveBellも 芸術 に宗 教 に代 る機能 を期待 してい る一 「今なお、世界
を表 面上 無宗教 に して いるの は…宗教が ドグマで動 けな くな ってい るか
らであ る。 ところで、 いかな る宗教 も、 か らみつ きま といつ くドグマ と
い う雑草か ら逃 れ られ ない として、 ただひ とつ、か な り容 易 に、構 え る
ことな くそれを振 りす てる宗教が ある。芸術 が それで ある… それ は超経
験的情緒 の最 も完全 な表 現 を求 め るため ばか りで な く、 生 きるための イ
ンス ピレー ションを得 るた めに もあ る」42)。
芸術 こそは文明 のイ ンデ ックスで あるの みな らず、文 明化 の働 きその
もの であ るとい う考 え方がBloomsburyの 中に浸透 し、芸術作 品の創造
と鑑 賞がBloomsburyの 宗教 となった。
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以上みてきたように、Bloomsbury美 学の核心は、「経験的」といえる。
芸術家の創造をたすけ、世の人々の芸術鑑賞をたすけるための美学であ
った。芸術作品を仔細 に吟味 し、それにたいする個人の感応を検証 し、
解明 しようとする、その ことにつきた。実際、RogerFryは しばしば大
衆を前にして、BernardShawが それだけでも聴 く価値があるといった
あの声で、「最 も鋭敏で生 き生きした感応 を以て、芸術作品を鑑賞す る方
法」を説いた。
　 　 　 　 む 　 　 　
以上見てきたように、グループとしてのBloomsburyを 可能にしたの
は、G.E.Mooreの 哲学 とRogerFryの 美学であった。Mooreの 「人
間の交わ り」の提唱は、友情 と卒直な会話の価値 に対する彼 らの信念 を
強めて くれた し、「美の享受」はBloomsburyの 美学に哲学的基礎を与 え
て くれた。Fryは それをさらに発展させて、「フォームの思考 は重要な精
神的訓練 になる」 との信念にたって、芸術の制作 と鑑賞を奨励した。 ま
た、彼のうちだした芸術 の統一原理は、それまで異なる芸術分野で精励
していた人々を同盟者的気分で結びつけ、Bloomsburyに グループ とし
てのまとまりを与えることとなった。
ついに彼(RogerFry)は …ほん とうの世の中が実現するときが
到来 しつつあると感ずるようになった。そこでは、人はみな適度の
財産があり、真実 と卒直な会話 とい う昔 なが らのCambridgeの 理
想に基 く社会であって、しかも昔のCambridgeと は違 って、芸術の
重要性 に目覚めた社会である。英国の若い芸術家は無教養で、自己
中心的になる傾向があ り、そのために彼 らの作品は惨めに損われ、
快い文明の中に共に思想 を語 り合い、芸術家がその一員 として受け
入れられる社会のことを忘れていた43)。
Maxbeerbohmは 、 自分が若い頃にこのグループに加わ らなかったこ
とに遣憾の意を表 している。彼の描いたRogerFryの 見事なカリカチュ
アには、「Bloomsburyの 法制定者 にして第一の王」という題が付 されて
いる。
こうしてBloomsburyは 、Mooreの 閉塞的な少数エリー ト派の哲学の
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弱点を超克 し、より成熟した現実的認識をわが ものとし、それを実践 に
移す者たちの集 まりとなった。
LeonardWoolfは のちに、Mooreの 推論の方法、理想主義が皮相な も
のであった ことを認め、次のように記しているが、 これには、それを超
克 しえた者の自信の響 きがある
(我々のこの態度は)行 為、伝統の叡智、習性の束縛 といった外的
世界を全 く無視 していた。そして、先人達が伝統の叡智に依 ってや
っと築きあげた文明 という毀れ易い薄い外皮の底に、情動や本能が
蠢動 しているという事実 を忘れはてていた…しか も、我々の理性崇
拝は、ちょうど他の宗教が祈濤の霊験 を信ずるように、理性の効験
を信 じていたのであった…さらにもっと悲惨なことには、人間性 と
は相反する合理性を人間性に属すると往々にして錯覚 していたので
あった。この疑似非理性主義のために、我々の思想も感情 も浅薄で、
皮相にならざるをえなかった44)。
Bloomsburyは いまや人生が不条理に充ち充ちており、社会の大多数
の者は、 自らの判断を正 しくなし得 るだけの知恵 と経験 と自制 とを必ず
しももち合わせていないことを承知 していた。なるほど、彼 らは自らの
直感が発見 した ことを受 け入れる前にひとたび知的審査にかけはした
が、その最終的に目指す ところは直感 と理性の統合であった。今後かれ
らが志向し、ついにBloomsburyの 一一大特色 となるのは、彼 らの弁証法、
つまり、相反するものの止揚 を志す思考法である。かつてE.M.Forster
を感嘆させたCambridgeの 雰囲気一つまり、肉体 と精神、理性 と感情、
人生 と芸術の渾然一体 となった世界を、彼 らは今度は実社会においても
作品の上でも実現させようとしていた。Lyttonは 歴史 と文学の見事 に融
合した伝記を書いて、伝記文学を芸術の高みにひきあげたし、Virginia
Woolfは 、現実 と幻想、つまり、彼女のいう 「花嵐岩 と虹」を統合させ
て絶妙 な散文詩 ともい うべ き小説の数々を書いた。画家たちがartと
lifeの理想的接点を求めたことは前に記 したとお りである。
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<Bloomsburyの 功績 と今 日的意味>
Bloomsburyが 何よりも知的検証 を尊んだ ことは再三述べてきたが、
彼らがその最 も強い光で照 らしだしたのは、彼 らが生い育ったVictoria
朝の家父長制であった。「家父長中心の家族制度 は、家父長制国家の最小
の単位にすぎない。軍隊や宗教の制度、身分相続制 と大英帝国主義体制
一これらはすべて、つまるところ権力と服従の伝統 に基 く当然の権利 と
義務の観念に依存 している」45)。
Virginiaの 父LeslieStephenは 英国でいち早 く不可知論者を宜 し、ま
た、すでに名声が確立していた作家たちの再評価をすすんで行なったが、
家長 としての特権の座 を投げうつことはしなかった。Bloomsburyは 、
「理性の眠 りは、暴力 という怪物をうみだす」 という強い信念の下 に、
これを人間の営みの全領域 にあてはめて考えなおす勇気があった。そし
て、既存の権威の大半が、なにか外なる力に依るものであ り、それゆえ
滑稽な観 を呈 していると認 めざるを得なかった。顕官の衣装、肩書、勲
章、褒状、これ らは見通 し難い壁で人 を囲み、おうおうにして権威 を人
格 として通用させ る幣 を生む と考えた。VirginiaWoolfは のちに、『ウィ
ティカー年鑑』の中の席次表 にしても、それが価値の最終的順序を表わ
しているとは信 じられない として、「たしかに価値を測 るということは暇
つぶ しとしては面白いかもしれないが、あらゆる仕事の中で最 も虚 しい
ことであ り、また、価値測定師たちの判決に唯々諾々として従 うζとは
最も卑劣な態度である」46)と書いた。
また、Bloomsburyは 不誠実 とごまか しと隠蔽からなるVictoria朝 的
礼儀作法やお上品ぶ りが不必要に男女両性 をひき離 し、ひ とを孤立させ
て、真の愛情や友情を不可能 にした と考 えた。男性に比べはるかに多 く
の性 のタブーに取 りかこまれていたVirginiaWoolfが 両性具有論 を展
開したのも、彼女が実際Bloomsburyの 中で男女対等な人格の交わ りを
経験 し、そこから各々が大 きく成長し、自らの芸術や思索 を成熟させて
い く姿を目撃 したか らであろう。
「ひとに対して権威をひけらかす振舞いにでる者は、か らかって くれ と
いっているようなものだ」47)と彼女の弟Adrianは 書いている。Blooms-
buryは ひとに備わる魅力にも敏感だったが、罪のない弱点にも容赦な く
28
反応した。皮肉めいた姿勢は彼 らに共通するものであったが、自らの弱
点 にたいしても同じ姿勢で臨んだ ところに救いがあったといえる。
およそ礼を失するな ど想像 しにくいT.S.Eliotで す らも気の毒にも、
Virginiaと 彼女の義兄のお気 に入 りのジョークの種にされた。「この混
合物一 十分に研究 し尽 くされた取 りす ましたマナーや話 し方と結びっ
いた第一級の才能 これは僕の眼にはたまらな くコミカルに映 りまし
た」とCliveBe11が 記せば、Virginiaが 彼に宛てて、「日曜 日の昼食 にい
..
らっしゃいな。Tomが やって くるのですから。そのうえ、四ツ揃えのス
ーツを着こんでね」48)と書 くという具合である。
第一次大戦 という未 曽有の国家的出来事に直面 した ときにも、Bloom・
sburyは これを 「権利 と義務」という観念の上 にあぐらをかいた 「力 と服
従」の伝統の延長線上にあるもの としてとらえた。彼らは戦争を、「怖 し
く不必要で、根本的に滑稽なもの、つまり、何 についての戦争で もな く、
誰のためにもなる筈 もない戦争だと考えていた。名誉や勇気や愛国心に
ついて語ることは、子供が もうひとりの子供 にむかって、 もしやれるも
のなら往来の激しい通 りを、さあ突 っぱしって横ぎってみろ、 とののし
っているのと大差 ないと見ていた」49)。そして、仲間の誰 もが平和的交渉
による一刻 も早い終結 を望んでいた。
1916年1月 、徴兵制が実施 されると、彼 らはそろって良心的徴兵忌避
の免除を願いでた。
LyttonはHampsteadAdvisoryCommittee(ハムステッド諮問委員
会)の 前で、国際論争を武力 によって決着をつけようとするや り方は邪
悪 きわまりないという主旨の声明文を読みあげたが、 これは取 りあげら
れなかったbつ いで彼 は、8人 の裁判官からなる法廷に呼びだされたが、
まず友人からエア ・クッションを受 けとると、やおらそれをふ くらまし
てから木のベンチに置 き、腰 を下ろして旅行用毛布を膝一杯 にまきつけ、
さて審問に応ずる気配 を見せた。ひとりが、「あなたはすべての戦争 に反
対なのですね」と尋ねると、相手を棆揄するときの彼独特の疳高い声で、
厂いえ、減相 もない、この戦争に限ってです」と答えた。「では、Strachey
さん」と裁判官はとっておきの質問に移った、「もしもですよ、 ドイツ兵
きようだい
があなたのご姉 妹をレイプしようとしているところを見かけたら、あな
たはどうなさいますかな?」。すると彼は傍聴席に坐っている2人 の姉妹
に視線 を投げてから、厂そう、僕は両者の問に割って入 ろうとするでしょ
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うね」 と答 えた。同性愛者の このユーモアを裁判官は解さず、結局、彼
は方々の医者に頼みこんで作成 してもらった診断書によって徴兵免除さ
れたのだった。 とはいえ、診断書の必要のないことは、彼の体格 を見る
者の眼には歴然 としていたが。
大蔵省勤務のMaynardKeynesの 場合は、厂自分で も蔑んでいる政府
の下で、犯罪的目的のために働 く」 ことを後ろめた く思い、 また、仲間
の非難にもさらされていたが、対独条約のごまかしを看破 して退陣し、
後年EconomicalConsequencesofPeace(『平和の経済的帰結』)を 著
わして、パ リ講和条約におけるClemenceau,Wilson,LloydGeorgeの・
失策 を分析 し、公けにすることで これを償 った。
LeonardWoolfも また、戦争勃発の1ケ 月後、戦争防止には権威 ある
国際機関が必要であると信 じて、のちに実現される国際連盟の原案 を練
っていた。
このようにBloomsburyの 仲間は戦時下、ひたすら自己防衛路線 をと
り、ペンや絵筆によって人間の愚かさと秘かに戦っていたのであった。
作家 も画家 も異常 なまでの集中力で各々の仕事 に うち こんでいた。
RogerFryが 、新 しい美 を人々の 日常生活 に もた らそ うとOmega
Workshop(「 オメガ工房」)をおこし、Woolf夫 妻が文明を広める目的で
HogarthPress(「 ホガース出版社」)を お こしたの もこの戦時下であっ
た。
戦 いは、名誉に関することで、理性に関することではなかった。社会
体制や国家的出来事 も、 もとを辿れば、国民ひ とりひとりの価値観 と感
受性か ら発 してお り、人々が狂気にとらわれている間は聴 く耳をもたぬ
ことをよくよく承知 していたからである。Bloomsburyの 仲間たちは、革
命的目的を平和的手段によって成し遂げようとしていたのであった。
Bloomsburyの 特徴は、先に少し触れておいたが、ふたつの相反する原
則の統合を志向する弁証法的思考法にあるといえる。つまり、 どちらか
一方 を切 り棄てるのではな く、両者を止揚する途を模索したのであった。
彼 らの理性がつねに繊細な感受性 と美への愛 によって深められ、彼 らの
友情が批評や摂揄と手をたずさえていたのもそのあらわれである。また、
芸術 における無意識下の領域や不条理の重要性 にいち早 く注 目したの
も、両性具有の理想境を憧憬 したの も、同 じ性向に因るものであった。
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「Bloomsburyで は、異性 愛者 の女性 が、 同性愛 者の男 性 と暮 してい
る」5°)とい うDenisHealeyの 言葉 はお おかた あた っている し、そのカ ッ
プル の ことご とくが三 角関係や 四角 関係 の中 に暮 していた、 とい うの も ユ
否定 で きな いが、 これ は彼 らの考 え方 か らして当然 の帰結 で あ った。
Bloomsburyで は、男性、女性 とい うふ たつの性 は、人 間の さまざ まな タ
イプの うちの偶々 ふたつ にす ぎない と考 え られていたので、 いかな る組
合せ のヴ ァ リエ ィシ ョン も不 自然 とは思われ なか ったか らで ある。ただ、
それ に もまして重要 な ことは、彼 らがそ うした状況 の中で、誰 かを恨 ん
だ り、運命 を呪 った りす る ことな く、 当事者全員 が納得 し、実 り多 き人
生 を送 っていた とい う事実で ある。
た とえば、Bell夫 妻 とRogerの 場合Vanessaの愛がRogerに 移
った ことを知 った夫 のCliveは 最初 の うちこそジ ェラシー を覚 えた もの
の、厂そ うした苦境 や葛 藤 と四ツに組 む には教養が あ りす ぎた し、同時 に、
共通 の よろこび一 息子た ちの成長 や、Rogerが 師で ある芸術 の世 界 な
ど を共有 していた」51)。後 日談 になるが、Bell夫 妻 はやが て彼 らの結
婚 生活 を`aunionoffriendship'(「友1青の結びつ き」)へ と解消 した。
Vanessaの 愛 はさ らにRogerか らDmcanへ と移 り、一方 、Cliveは さ
る夫人 との恋 を堪能 し、Rogerも 別の恋人 を得 て、それぞれ に残 され た
友情 を享受 しなが ら、 自らの仕事 に うち こんだ。VanessaとDuncanは
その後 の約40年 間 を深 い相 互理解の うちに共 に住 んで制作 に励 んだ。そ
のDuncanの 絵 の解説 にこれつ とめ、著作 を通 じて彼 の名 を世 に広 め る
手助 けを したの はRogerで あった。
Lytton、Maynard、Duncanの場合 は、 同性 間、異性間 を問わず、人
間関係 のひ とつ の理想 的 なあ り方 を示唆 して くれ るMaynardの 愛
情 が 自分 か らDmcanに 移 った こ とを知 ったLyttonは 当然 懊 悩 した
が、「Maynardと は余 り長 い間友人だ ったので、い まさらそれ をやめ るの
は、無理 とい う もので あった」。一方、 「ともに理性 的で視 覚的情緒 に鋭
敏 な」MaynardとDuncanは、 「Lyttonと の場合 とちが って、所有 欲 に
悩 まされ る こ とな く、 互い を受 け入 れ る ことがで きた……Lyttonの 人
生が依存 と混 乱の連続 で あったのにひ きか え、 ふた りは人 間関係 に はる
か に敏感 で、 部屋 を共 にしなが らも、別々 に暮 し仕事 に専 念 する術 を心
得 てい た。 ふた りは私 的生活 を調和 させ る方法 を本能 的 に知 っていたの
で ある」52)。ふた りの友情(愛 情?)は 、Maynardが 結婚 し、Duncanが
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Vanessaと 暮すようになってか らもいささか も変 らず、終生つづいた。
一方、Lyttonは どうか といえば、画家のDoraCarringtonと 出遭い、死
の日まで同棲生活を送 った。彼女はsexよ りも男 を操縦 しているという
感覚が好 きな女性で、Lyttonは ここに安住の地を見出し、彼女の庇護に
包 まれて執筆に専念できるようになった。ふた りは外でてんでに恋をし
ていたが、心の中心に据えられていたのは、いつ も互いであった。それ
ぞれの恋について自由に、同情 をこめて話 し合 うことができたのも、 こ
の変則的な結びつき故にであった。Lyttonが 世を去ると、その数ケ月後
Doraは 自ら命を断った。DavidGaddは ふた りの関係 を 「一個 の芸術作
品」と称え、「それには芸術家の力量 とintelligenceと 情緒的洞察力のす
べてが必要であった」 と記 している53)。
彼 らに共通 しているのは、人生はできごとと出遭いにみちており、ひ
との心は移 りゆくものだという認識であった。流動する時間と人間性の
さなかにあって、彼 らは真実か ら目をそらさず、相手 と自らの変容 をい
さぎよしとした。それ を支えていたのは、彼 らの理性尊重の姿勢であっ
たろう。理性は寛容の精神 につながる。理性は、 自分の信 じていること
が必ずしも正 しいとは限らず、 自分の好 きな ことが必ずしも良いもの と
は限 らぬことを教 えて くれる。検閲なしの受情 と、感受性豊かな理解が
彼 らの絆の特徴であった。
さらに彼 らの場合、皆が皆、人間味溢れる強烈な個性 と、並々ならぬ
天分の持主たちであった。彼 らはそれをしか と見据 え、それに魅了され
つ くしていたので、あ との現象が彼らの友情や愛情 を根底から揺るがす
ことはなかった。たとえば、RogerFryはCliveBellに よれば、「騙さ
れ易い戦士」で、終生さまざまな計画を夢想 しつづけた人間であり、友
人の真の動機 を誤 って理解 しつづけたにもかかわらず、 自分では人を理
解する力があるとうぬぼれている人間であったが、Clive自 ら、たちまち
Rogerの 芸術的熱意に感染 し、彼の美学を理論化し本に著わすことに全
力を尽 くした。「近親相姦のような友情は、熱烈な愛情 よりも長つづきす
る」 というMargaretDrabbleの 言葉は、 まるで彼 らのためにあるよう
である。厂私は友人たちを馬車のランプとして使 う、あなたがたの明かり
で…別の野原が見えて くる一向 こうに丘がある、私の景色がひろが る」54)
とい うのがVirginiaの 感慨であった。
32
Bloomsburyは 第 一 次 大 戦 後 、突 如 と して 有名 に な った。 そ れ は
LyttonStracheyのEminentVictorians(1918)を皮切 りに訪れ た。
戦 争 を通 じ人々 は、英雄 的行 為が む しろ匿名 の人 々の手 にな る もので
あ り、個人 的 な出来事 であるべ き苦 しみや死 す らもが大衆化 して しまっ
た こ とに気 づ き、懐疑 的 にな っていた。そ うした幻滅 のムー ドの中 で人 々
は、「英雄 につ きま とう悪 を避 けるためな ら、英雄 につ きま とう美徳 を も
犠牲 に しょう」55)と心 に決 め、 理性 的で平和 で 自由な生活 を貫 き通 した
Bloomsburyの 人 々の言 う ことに耳 を傾 ける心 の用 意が で きてい た。 こ
れ まで英 雄視 され つづ けて きたVictoria朝 の名 士た ち を本 来 の大 き さ
に戻 してみせたLyttonStracheyの 本 は、 まさに時宣 を得 ていた のであ
る。1922年 、VirginiaWoolfは 、「GordonSquareの 全員 が有 名 にな り
ました。 内心 では まだ若 くて、傲 慢で、 とて も鋭敏 な一団 とい う風 に感
じてい ます が、少 々円熟 いた しました」56)と友人 に書 き送 って い る。
だが、皮 肉な ことに、彼 らの名 声が絶頂期 にあ った その頃 、 グル ープ
としてのBloomsburyは 本来 の 自発 性 を失い、解体 の途 について いたの
であ った。 「彼 らは、絶頂期 た るべ きときに、時代錯誤 に向か っていた」
と1930年 代 の メンバ ーのひ と りGeraldBrenanは 述 べて、 こうつづ け
てい る一 「だが、 もしもコバ ル ト爆 弾が すべ て を忘却 の彼方 へ と追 いや
って しまわ ないな ら、 未来 の人 々は これ らの人 々に興 味 を覚 え るこ とだ
ろ う。 なぜ な ら、彼 らは、世界 がつね にかわ らず ノスタル ジア をもって
アンシヤン　レジ　ム
振 り返 る何 ものか を、つ ま り、旧 体 制 を体現 してい るのだ か ら。彼 ら
は、教 養 に裏 うち された洗練 された生活 と友情 とい う芸術 を非 常な高 み
に までひ きあげた。 また、彼 らの作 品 は この洗練 された感 じを よ く反映
してい る」57)。
Brenanの ア ンシャン ・レジー ム とい う把 え方 は、HughCecilの それ
と共通 してい る。DesmondMacCarthyの孫 で現在Leeds大 学教 授で あ
るHughは 、「Bloomsburyを 研究 す るこ とによって、時代 相が 見 えて く
る」 と前 置 き してか ら、彼 らのオ リジナ リテ ィと時代 との関係 をつ ぎの
よ うに説 明 している
彼 らは非 常 に独 創 的 な人々 だ った が、 その 頃 のupeer-middle-
classの あ る特定 の タイ プの社 会 に典 型的 な人 々で あ った。 そ こで
33
は、 ある程度 の経 済的余裕 が保 証 され ていて、 たいそ う快適 な暮 し
が で きた。 これ は、高度 に教 養が あ り洗練 され た生活 で あったが、
その頃特有 の もの とい って よい。 なか には、 と くにKeynesの よ う
に、 きわ めて裕福 な者 もいたが、た いていは、金持 では ない として
も、経 済的安定 を もち合 わせ ていた。利点 とい うこ とか らい えば、
彼 らは、社会 の有利 な側が非常 な利 にあず か ってい た時 代 に、社会
の妥 当な側 に属 していた。例 えば、彼 らには召使 いが いて、 そのお
か げで、興味深 い人 生 を易々 と送 るこ とが で きた。精神 を陶治 し、
友情 を培 う生活 が で きた。最 良 の意 味 にお け る有 閑 の人 生で あ っ
た58)。
もうひ と り、Brenanと 同 じ30年 代 を代表す る作 家StephenSpender
もまた、 同様 の感 慨 を もら して い る。彼 はBloomsburyの 人々 を、 「昔
Florenceに 疫 病が流行 った とき、 田舎 に引 き こ もってBoccaccioの 物
語 を話 し合 った人 々」にな ぞ らえ、 自分た ちの世代 はむ しろ、Goetheの
`SturmundDrang'(『 疾風怒濤
」)の 世代 に似通 ってい る と記 してか ら、
「事件 の渦 中 に巻 きこまれ、圧 迫 され て、は じめの うち こそ熱狂的 に反
応 した ものの、や がて苦難 と嫌悪 を味わ うようにな った」59)と告 白して
い る。
た しか に、BloomsburyがVictoria朝の道徳主義 を嘲笑 し、自らの創
始 にな る価値観 を 自由奔放 に実践 に移 す こ とがで きたの は、 その背後 に
確 固 た る才芸、教養、趣 味、伝統 の 自負が あったか らで ある。理性 よ り
も血 と肉 に信 をお き、直 覚 的 教条 的 哲学 をか か げ た苦 学 独 習 のD.H.
LawrenceがBloomsburyにな か 真 面 目 さ を欠 い た 感 じ(`amuse-
ment')を 嗅 ぎつ けた のは、上 層中流階級 の居 間やCambridgeで 培 われ
た彼 らの知 的韜晦趣 味 を理解 で きなか ったか らにほか な らない。それは、
偉大 さ とか、 重苦 しい人々 とか、 まじめ くさ った しか つめ らしさ とい う
よ うな ものに居心地 の悪 さを覚 える者の斜 にか まえた正統性 とで もい う
もので あった。「Bloomsburyで は、深遠 な事柄 は、それが 同時 に機知 に
とんでい ない と、口 にはされ なか った」60)とNigelNicolsonは 書いてい
る・TimesLiterarySupplementのも と編集長AlanPryce-Joneは 、
`amusing'(「 興 をそそ られ る
」)と い う語 には、1920年 代 にあっては、知
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性 に関係 した独特 のこzア ンスが ある と述べ、Bloomsbury精 神 を1920
年代全般 の精神 と関連 させ てい る61)。
RaymondMortimerは、VirginiaWoolfとLyttonStracheyのふた
りは、「け して大 きす ぎない声 と、あ くまで礼 を失 しない懐 疑 と、大衆 に
対 してけ して侮 辱 にな らない無視」 とい う点で共通 している と言 い、彼
らはVictoriansを 笑殺 す るのに、「Victorianhomeで 鍛 えぬいた武器 を
用 いた」62)と記 してい るが、 これ は全 く正 しい。彼 らはbohemiansと は
ちが って、自分た ちの知 的貴族階級 の内側 に とどまった まaVictoria朝
に背 いたので あった。実際、Bloomsburyの 真価 は、資質 と環境 の稀 有 な
一致 に由来す る もので、 今 日では絶対 に不可能で あるか ら とさえい える
のであ る。Bloomsburyの 審 美家た ちはさ しず め、AngusWilson言 う と
ころの今 は絶滅 した`SuchDarlingDodos'(「 あの い としき ドー ドー鳥 た
ち」)であ る。安定 と繁 栄の種族 であ るこれ らの生 き物 たち に餌 をや る余
裕 は これ以上 ない、 とい うのが今 日の一般の感想 であ ろうが、彼 らに対
して ノス タル ジア と憧 憬 を禁 じえないの もまた、事実 で あろ う。
Bloomsburyは 当時 か ら今 日まで、非常識 で不道徳 、傲 慢で、互い にほ
め合 う者た ちであ り、排他 的な`intellectualsnobs'(「 知的俗物 」)の グル
ープで ある とい うそ し りを受 けて きた。 つま り、反 動的 な もの、道徳 的
にいかがわ しい ものすべ て と結びつ けられて きたので ある。
5年 前VirginiaWoolfの 生誕100周 年 に際 して、TheTimesに 猛烈
な攻撃文が載 った。 これ は、当代の ジャーナ リス トの中で も最 も人 々の
尊 敬 を高 め、人 間味豊 かで機 知 に とむ とい う評 判のBernardLevinの 手
にな る記事 で、Bloomsburyと い うの は度 しがたいbore(退 屈な者)の
一 群で あ り、自分 は今後Bloomsburyの 書 いた もの、Bloomsburyに つい
て書かれた ものは一行 た りとも読 まない し、 最 も卑劣 な敵 にす らも、 こ
れ ほど不愉快 な試 練 には合 わす まい、 とい う主旨で あった。 そして、 こ
の広 くい きわた った誤解 を正 そう とすればす るほ ど、か えって それ を広
あ る結果 とな り、ついに は、「Bloomsbury憎 悪 は国民的 スポー ツに まで
な った」63)であ った。
た しか に、彼 らが非 常識 だった こ とは認 めねばなる まい。Vanessaは
あ る晩 餐会 の席上、 隣席 の紳 士 に 「あ なた は政 治 に興味 が お あ りです
の?」 と訊 ねたが、彼 は時の首相Asquithそ の人で あった!ま た、戦 時
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下、農作業 に従事 していたDuncanは 、鶏卵をかえそうとオーブンに入れ
た り、隣家のと区別するため、お手のものの絵具で鶏の尻尾を青 く染め
て村人たちを驚かせた ことがあった。
彼 らが排他的であった という非難 これも認めよう。ある批評家の
言うように、Bloomsburyの 口には出さぬ機能のひとつは、知性に不足の
ある者、無神経な者 を排斥することであった。 とうていそこでは栄えよ
うのない者を、その困難な境遇から締めだ してやるのは親切 というもの、
とい うのが彼 らの考え方であったが、 これは同時に、ひ とに説明するの
を厭 う彼 らの本能にも根 ざしていた。 とはいえ、LyttonStracheyの よ
うに、「やあ、お久しぶ りで。4年 ぶ り位ですかな?」 と通 りで挨拶され
て、「ええ、 まことに結構な期間で」といいなが ら足 もとめずに歩 きつづ
けるというのは、たとえ、言葉による殺人 という英国が誇ってきた伝統
芸術 を考慮に入れた としても、余 りほめ られた話ではないし、また、
VirginiaWoolfの ように、相手次第では、怒 りと驚 きの相半ばする眼を
大 きく見開いて、ニコリともせず、力の入 らぬ握手をするというのも礼
儀に叶っているとは言いがたい。
互いにほめ合 う仲間 という非難について言えば、 これはあたっていな
い。た とえば、VirginiaWoolfはLyttonの 作品をかわなかったし、Clive
はFryの 審美眼 を高 く評価しなかった。だが、個人 としてはそうではあ
っても、世間から感情 と思想の共同体 とみなされても仕方がない面 もあ
った。大抵の者がupper-middle-classの 出身であ り、学歴 も似ていたし、
互いに近隣に住んで変則的でウロンな生活を送っていた。交友 と美的経
験を生活の中心に据え、そろって左翼に属 し、平和主義を奉 じていた。
それに、とくに1920年 代には、彼 らの作品が著 しく印刷物や画廊のスペ
ースを占めていた。SundayTimesの トップ批評家DesmondMacCar-
thyやNationのLeonardWoolf、 あるいはふた りの著名な美術評論家
RogerFryとCliveBellが 彼らの最 もよく知る仲間の作品をとりあげて
論評 した としても、それは自然の成 りゆきというものであった。
`snob'(「俗物」)という点では なるほど、LyttonStracheyは 爵位
に対 しては一時的にせ よ人間的弱みをさらけだすこともあったし、Vir-
giniaWoolfも 、首相やEinsteinの 出席が約束されているロンドンの華
やかなパーティの魅力には抗 しきれぬ思いをした ことも事実だが、 これ
とても人並みのsnobの 域 を出るものではない。画家たちはどうか とい
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えば、世俗的関心は全 くなか った といってよい。DuncanGrantに 至 って
は、いつ も友人からの借 り着 をきて、床にず りおちそうなダブダブのズ
ボンを時々引 っぱ りあげていたし、職業柄お偉方との交際 を日常 とする
MaynardKeynesが 仲間の間で肩身 を狭 くしていた ことは前 に書 いた
とおりである。
排他性 といい、傲慢 さといい、 これには絶対的基準 などな く、相対的
な ものであるし、同じ人間が、 自ら志向する知的基準や審美的基準、人
間的高みに対 してはこの上 なく謙虚であるということも大 いにあ りうる
ところである。
不道徳 との非難 これは、何を道徳的 とみ、何を不道徳 とみるかに
よるので、各自の判断を尊重するしかあるまい。だが、 さまざまな批判
を招 くというのも、 このグループが無定形であるか らと同時に、その存
在の大きさを示すバロメーターなのではあるまいか。
ただひ とつ、確かに言えることは、今 日我々は、彼 らが紹介の先導を
つ とめ、実践に移 したさまざまなことを、そうとは知 らず に当然のこと
とみなしているということである。我々は、今 日、モダニズム芸術一般
への感受性 は涵養済みだし、法的手続きを厭 うカップルや、同性愛など
の変則的愛情 にたいしても、さほど奇異な目を向けな くなっている(と
思いたい)。 フェミニズムにもさして抵抗感を覚えな くなっている(と思
いたい)。国同士の紛争は、国際連合がその収拾にあたるものとあてにし
ている。換言すれば、我々は今日、 さまざまな価値観の共存を許容する
時代 に生きている。「Bloomsburyはpromiscuity(無 差別な乱雑 さ)に
堕することな く、permissiveness(寛 容さ)を 創始 した」とDavidGadd
は述べているが、実際、Bloomsburyは 、人間関係 をめぐる問題において
も、芸術の とらえ方においても、少々時代に先んじていた。TheNew
StatesmanandNation(10December1949)のweek-endcompetition
に採択されたつぎのユーモラスなエピグラムが このことをよく示 してい
る 「ここ(=Bloomsbury)で は、詩 も、意見も、愛 も自由だ。ああ、
どうか私をとらわれの身にして下 さい!」。
近年のBloomsbury再 評価の動 きや、ちょっとしたブームは上述 の今
日的状況 とかかわっているのであろう。厂時はより良 き改革者」 とい う
FrancisBaconの 言葉がここにも生 きている思いがする。
ブームといえば、昨年TateGalleryが 展示物を年代順に掛けかえた際
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に、一室を`BloomsburyandVorticism'に あてたこともひとつのあらわ
れである。そこでは今 日、DuncanやVanessaな どBloomsburyの 仲間
たちの絵 と、RogerFryに お粗末な喧嘩を売 って、以来Bloomsburyを
敵対視 しつづけたWyndhamLewisな らびにその一派の絵が、広い展示
室の壁で対峙している。
massculture(大 衆文化)の 中で 「個人」が危機に瀕 し、「許容の時代」
にかえって個性を樹立するのに困難を覚 える今日、あ くまでも個人であ
りなが ら 「ひ ととの交わり」の中で個性 を伸長させ、永続的価値をもつ
数々の業績をの こしたBloomsburyの 生 き方を探ってみるのは、とくに
意義があると思 う。
これと関連して、つぎのCliveBellの 述懐は、個人主義 と天才の、あ
るいは、一国の精神風土と天才の関係 をうかがわせるものとして興味深
い一 美的感受性やユーモアにとむ者、社会的快適 さを好む者、敏感な
者たちが住むには楽 しい国 とはいえないが、(英 国は)「 あの見事なまで
に徹底 した個人主義、独立心を育成する。それは英国の一部の天才たち
に歴史上で最 も偉大な文学作品をうみださせ、現代では最 も独創的で深
遠で大胆な思想に磨 きをかけることを可能にしている」64)。
Bloomsburyの 画家たちの作品が、彼 らの間の文学作品や、思想や生き
方 と比べて生彩に欠けるのは、上記のことと関係があるのだろうか。
ともあれ、最後にNigelNicolsonの 言葉 を紹介 してしめ くくりとする
今 日我々が当然の こととみなしている社会的工夫 は、まず最初
Bloomsburyに よって試みられた。たとえば、恋愛を始 めた り、それ
に終止符を打つ術だとか、たいして好 きで もない友人の著書を、実
質上は嘘をつかずに賞賛する術だとか、あるいは、三角関係 を当事
者のいずれにも苦痛 を与 えずに持続 してい く術などである。Bloom-
sburyは 今なお我々にどう生 きるべきか、 どうした ら幸福 になれる
か、 どのように我々の時間を割 りふるべきかを教 えて くれる…彼 ら
ならば、KahlilGibranの つぎの詩行を己がテーマ と受 けとめたこ
とであろう
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愛し合うとも 契 り合 うなかれ
杯 を満たし合お うとも 杯を同じくするなかれ
共にいようと 距てあれかし65)
〈おわ りに>
Bloomsburyに ついてはわが国では殆んど知 られていない。Q.Bellの
Bloomsburyの 翻訳書(1972年 刊)お よびR.DeaconのTheCambridge
Apostlesの 翻訳書(1989年 刊)、 それに中公新書 に収 め られた案内書
(1989年 刊)が これまでに出版 された邦文文献のすべてである。
私は長年VirginiaWoolfに 関心を寄せてきたが、彼女がその主要なメ
ンバーであったBloomsburyを ぬきにして彼女の文学 を研究 して も片
手落ちであるという焦慮 はつのるばか りであった。 また、あくまでも個
人主義に立ちながらひ とつの理想的な交友のあ り方を見せてくれたこの
グループをわが国の人々に紹介したいという切なる気持 もあった。 とも
すれば、頼 りない情緒的な人間関係によりかか り、希薄な連帯感を共有
することで個の問題 をす りかえようとするわが国の精神風土を思えば、
なおさらそうであった。V.Woolfは 人間をふたつの範疇に分けて考えて
いた すなわち、人生を高める者 と、人生 を小 さ くす る者である。
Bloomsburyの 仲間たちの生 き方を知 ることでその人の人生の色合がい
ささかなりとも変わ り、その温度があがれば、との願いが私にはあった。
さいわいにして、私は昨年1年 間を在外研究員 として英国の地に過 ご
すことができたので、第一次資料に多 く触れることがで き、また、彼 ら
を知 っていた人々から直接話 を聞 く幸運にも恵 まれた。本稿では主 とし
てBloomsburyの 人々の人生観や生き方、メンバー相互の影響関係に焦
　 　 　 　
点をしぼって全体像の紹介につとめた。これは私の本来の研究のいわば
通過儀礼 ともいうべきものであったので、今後やっと心安 じてBlooms-
buryと いう大 きな森の、いずれも胸 をときめかせ るあれ これの小径を心
のむ くま}に 探索できるものとたのしみにしている。
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